
世界最大のクラウドが提供する最先端のテクノロジーとその価値



第１章

安心安全にお使い頂く為に



投資金額 Top 20 社 ($B)

４位

マイクロソフトの企業としての信頼性
会社名：Microsoft Corporation

所在地：Redmond, Washington州

設立 ：1975年設立

CEO ：Satya Nadella

従業員：128,076名 (2014年 6月 30日現在)

売上高：863億 300万米ドル (2014年 6月決算)

拠点 ：全世界113ヶ国

FY14 総売上高 約863億ドル

●事業別総売上高の推移

R&D 投資金額に見る他社との比較 ($B) マイクロソフトの設備投資額 ($B)
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出典: マイクロソフトの財務アナリスト ミーティング、2013 年 9 月 19 日



稼働中

アナウンス済み / 構築中

32 の地域でサービス中、38 の地域まで拡大予定

世界最大のインフラストラクチャー

 100カ所以上のデータセンター
 AWS の 2 倍、Google 6 倍の地域サポート
 米国 国防総省 (US DoD) も採用

(2017年 2月 1日 現在)

https://azure.microsoft.com/en-us/regions/

https://azure.microsoft.com/en-us/regions/


マイクロソフトのネットワークは、世界第 2 位の規模
(上にいるのは、米国政府のネットワークのみ)



第三者機関からの評価

Magic Quadrant for
Cloud Infrastructure as a 
Service Worldwide
(May 2015)

Topic Area Magic Quadrant Last Release Microsoft

Business Applications Business Intelligence and Analytics Platforms Feb-16 Leader

Software Infrastructure Client Management Tools May-15 Leader

Software Infrastructure Cloud Infrastructure as a Service May-15 Leader

Business Applications CRM Customer Engagement Center Apr-15 Leader

Software Infrastructure Data Warehouse Database Management Systems Feb-16 Leader

Software Infrastructure Enterprise Application Platform as a Service Mar-16 Leader

Business Applications Enterprise Content Management Oct-15 Leader

Software Infrastructure Horizontal Portals Sep-15 Leader

Software Infrastructure Operational Database Management Systems Oct-15 Leader

Software Infrastructure Public Cloud Storage Services Jun-15 Leader

Business Applications Sales Force Automation Jul-15 Leader

Software Infrastructure Secure Email Gateways Jun-15 Leader

Business Applications Social Software in the Workplace Oct-15 Leader

Communications Equipment Unified Communications Aug-15 Leader

Software Infrastructure Web Conferencing Dec-15 Leader

Software Infrastructure x86 Server Virtualization Infrastructure Jul-15 Leader

Identity Identity & Access Management Jun-16 Leader

LEADER

Magic Quadrant for
Public Cloud Storage 
Services
(June 2015)

Magic Quadrant for
Enterprise Application 
Platform as a Service
(March 2016)

Magic Quadrant for
X86 Server Virtualization 
Infrastructure
(July 2015)

Magic Quadrant for
Operational Database 
Management Systems
(Oct 2015)

LEADER LEADER LEADER LEADER

Magic Quadrant for
Business Intelligence and 
Analytics Platforms
(Feb 2016)

LEADER

Gartner Magic Quadrants…
• Microsoftは core cloud technologies, IaaS, PaaS, Private & 

Public Clouds等、全17のカテゴリーでリーダー
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 Azure は、日本初のクラウド セキュリティ ゴールドマークの取得 (外部監査人による ISO 27017 認定)を始め、
ISO 27018、HIPAA、FedRAMP、SOC 1、SOC 2 などの、幅広い国際的および業界固有のコンプライアンス基準に
適合しています。米国防総省、英国政府での採用、日本の FISC などの国ごとの基準も満たしています。

 Azure DC は、ネットワーク レイヤに人工知能を用いた DDoS / DOS / IDS 防御機能を標準で備え、不正な
トラフィックを自動検知・遮断することができます。

 マイクロソフトは、サイバークライム センターを運営しています。サイバークライムセンターでは、24 時間
の監視体制で、１日５億件以上のトラフィックを分析し、マルウェアの情報/状況を把握するとともに、攻撃元
の特定を行い、セキュリティ関連団体、インターポールや各国の警察機関に情報を提供しています。

 サイバークライム センターは、米国本社の他、日本を含む世界５都市に拠点を展開しています。

世界最高レベルの安全性



日本初のクラウド セキュリティ ゴールドマークを取得

Microsoft Azure、Office 365が
情報セキュリティ監査の認定を取得

その他の第三者認証・監査

透明性

お客様データ・プライバシー保護

準拠法・裁判管轄

 準拠法は日本法

 合意管轄裁判所は東京地方裁判所

 日本データセンター開設
東西拠点により災害対策環境も
含めて日本DCを利用可能

 セキュリティセンターによる情報公開

 ISO/IEC 27018の準拠
• 事業者は、カスタマーの同意なしに個人情報をマーケティングや広告には使って

はいけない
• 事業者は、データの保管場所（国）及び、取扱事業者を公開しなければならない

 EU のデータ保護指令の要件を満たすと認定
（世界で最初に認定を受けた企業）

 その他対応規格/認証

 セキュリティ監査協会（JASA）クラウドセキュリティ推進協議会が制定した
「クラウド情報セキュリティ監査制度」において、日本で初めて
「クラウド セキュリティ（CS）ゴールドマーク」を取得

 「クラウド情報セキュリティ監査制度」：クラウドサービスを提供する事業者の
サービスのセキュリティが、国際的な基準（ISO/IEC 27017）で求められる
水準であることを示すことを目的とし、サービス提供の実態が、情報セキュリ
ティ マネジメントの基本的な要件を満たしているか評価する仕組みとして制定

 CS ゴールドマークは国際的な基準とされる Service Organization Controls 
（SOC）2 にならぶ、日本で初めての第三者認定制度であり、クラウドサービス
の利用者は、CSゴールドマークを導入時や年次の利用者自身の監査結果として
利用することができます。

 政府調達基準（http://www.nisc.go.jp/active/general/kijun2016.html）に
おいても、セキュリティ監査制度の活用示唆されている

 日本マイクロソフトには、JIS クラウド セキュリティ コントロール標準化専門
委員会幹事や ISO/IEC JTC 1/SC 27 WG1 および WG4 委員も在籍

西日本 東日本

EU Model Clauses , Data Processing Agreement, ISO 27001, SAS 70, SSAE 16/ISAE 3402, 
HIPAA BAA, FISMA, FERPA

 原則
お客様データはお客様のものでありクラウドサービスをお客様に提供する目的
にのみ使用

 委託先の管理
• 社員と同等のセキュリティレベル、プライバシー基準を維持
• 下請業者の一覧を公開

 閉域網接続サービスの提供
• Azure ：提供中
• Office 365 ：提供中

クラウドセキュリティ（CS）ゴールドマーク取得により、Microsoft Azure、Office 365を、日本のお客様が、客観的な基準により安全性・信頼性が確認
されたサービスとして、選択できるようになりました。当社の CSP プログラムなどを活用し Azure や Office 365を活用したクラウドビジネスを推進する
パートナー各社にとっても、サプライチェーンとして利用サービスの安全性・信頼性を客観的にお客様へと証明することが可能となります。

http://jcispa.jasa.jp/cs_mark_co/cs_gold_mark_co/

http://www.nisc.go.jp/active/general/kijun2016.html
http://jcispa.jasa.jp/cs_mark_co/cs_gold_mark_co/


コンプライアンスへの適合状況
(2016年 8月 26日 現在)

https://www.microsoft.com/en-us/TrustCenter/Compliance/default.aspx

https://www.microsoft.com/en-us/TrustCenter/Compliance/default.aspx
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専用線によるプライベート クラウド化
Azure ExpressRoute (専用線サービス) を利用することで、完全閉域網で
プライベート クラウドとして利用することが可能になります

 Azure 仮想ネットワークとのピアリング

 パブリック IP を持つサービスへのピアリング

 Office 365 とのピアリング

Microsoft 
Edge

Customer’s 
network

ExpressRoute
Partner 
Edge

Traffic to public IP addresses in Azure

Traffic to Virtual Networks 

Traffic to Office 365 Services



ネットワーク セキュリティ グループ (NSG)

13

仮想ネットワーク上のトラフィックを制御することでより、セキュアな
クラウド環境を提供

仮想ネットワーク (VNET)

VM01

VM03

DMZ

Frontend

VM02

NSG_3 NSG_3

NSG_1

NSG_2



Azure Active Directory による ID 管理
Azure Active Directory (Azure AD) は、マルチテナントに対応したクラウド ベースのディレ
クトリと ID の管理サービスによって、優れた使い勝手とコンプライアンスを実現します

 Azure AD を既存の Windows Server Active Directory と統合が可能



Azure AD Report
Azure AD Report により、以下のレポートを行うことが可能です



Role Based Access Control (RBAC)
Azure のロール ベースのアクセス制御 (RBAC) では、Azure のアクセス権の詳細な管理を実現します。
RBAC を使用して、開発チーム内で職務を分離し、職務に必要なアクセス権のみを付与します。

 サブスクリプション全体へのアクセスを許可するには、サブスクリプションのスコープでロールを割り当てます



第２章

インフラストラクチャー サービス
& コンピューティング



Platform Services

Infrastructure Services

Web Apps

Mobile
Apps

API
Management

API Apps

Logic Apps

Notification 
Hubs

Content 
Delivery
Network (CDN)

Media 
Services

BizTalk
Services

Hybrid
Connections

Service Bus

Storage
Queues

Hybrid
Operations

Backup

StorSimple

Azure Site
Recovery 

Import/Export

SQL 
Database

DocumentDB

Redis
Cache

Azure
Search

Storage
Tables

Data
Warehouse

Azure AD 
Health Monitoring

AD Privileged
Identity 
Management

Operational
Analytics

Cloud 
Services

Batch
RemoteApp

Service
Fabric

Visual Studio

App
Insights

Azure 
SDK

VS Online

Domain Services 

HDInsight Machine
Learning

Stream
Analytics

Data 
Factory

Event
Hubs

Mobile
Engagement

Data 
Lake

IoT Hub

Data 
Catalog

Security & 
Management

Azure Active
Directory

Multi-Factor
Authentication

Automation

Portal

Key Vault

Store/
Marketplace

VM Image Gallery
& VM Depot

Azure AD
B2C

Scheduler

The Azure Platform



10 年を超えるオープンソースへの取り組み

19



Microsoft Azure = オープンクラウド

20

+Hundreds of community 
supported images on 

VM Depot

SQL Server

オープンかつ柔軟なクラウドで幅広い選択肢をご提供してきました

Web App Gallery 
Dozens of .NET & PHP 

CMS and Web apps

Microsoft Azure

Azure 内の3分の1の
仮想マシンが
Linuxで稼働



Red Hat とのパートナーシップ

21
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Azure IaaS / VMイメージの利用
Azure が提供する低コストで、数分で展開可能な様々なスペックの IaaS 環境と VM イメージにより、
新規技術の検証、アプリケーション開発や展開の生産性を向上させます。
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6種類のVMインスタンスと特徴

24



VMシリーズ性能比較

25

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

A0 A1-A4 A5-A7 A8-11 D1-14 D1-15 v2 F1-16 G1-5

ACUでの比較（Core x CPU性能値）
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Technology 2.0

利用時の性能



汎用インスタンス：A シリーズ
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サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルディスク
容量（GB）

データディスク
最大接続数

データディスク
最大IOPS

A0（XS） 1 0.75（768MB） 20 1 1 x 500 =    500 IOPS

A1（S） 1 1.75 70 2 2 x 500 = 1,000 IOPS

A2（M） 2 3.5 135 4 4 x 500 = 2,000 IOPS

A3（L） 4 7 285 8 8 x 500 = 4,000 IOPS

A4（XL） 8 14 605 16 16 x 500 = 8,000 IOPS

メモリ集中型

A5 2 14 135 4 4 x 500 = 2,000 IOPS

A6 4 28 285 8 8 x 500 = 4,000 IOPS

A7 8 56 605 16 16 x 500 = 8,000 IOPS

 Aシリーズは標準的な仮想マシンです

 A0のみが他のVMの影響を受けることがあります



コンピューティング集中型：A8 ～ A11 シリーズ

27

 TOP500 にランクインしました (2012年11月)

 151.3 TFLOPS (効率 90.2%)で165位

 A9 を 504 ノード, 8064 コアで実施
http://www.top500.org/system/177982

 MSMPI と Intel MPI に対応

 「A8,A9の速いCPUや大きなメモリは必要だが、

MPI は不要なので InfiniBand 無しモデルを」

というご要望へお応えする形で登場

 InfiniBand の有無以外は A8, A9 と同一

高速 CPU、大容量メモリ、高速インターコネクトなど HPC 用途に最適

サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカル
ディスク

容量（GB）

データ
ディスク
最大接続数

データ
ディスク
最大IOPS

プロセッサ 追加のネットワーク

A8 8 56 382 16
16 x 500 = 

8,000 IOPS

Intel Xeon E5-2670

8 Core , 2.6 GHz InfiniBand 32Gbps

w/RDMA
A9 16 112 382 16

16 x 500 = 

8,000 IOPS

Intel Xeon E5-2670

16 Core , 2.6 GHz

A10 8 56 382 16
16 x 500 = 

8,000 IOPS

Intel Xeon E5-2670

8 Core , 2.6 GHz
N/A

A11 16 112 382 16
16 x 500 = 

8,000 IOPS

Intel Xeon E5-2670

16 Core , 2.6 GHz

http://www.top500.org/system/177982


通常のインスタンスとの比較

28

3622

2.565

194.4

76.92

8Core, 56GB と同じの A7 と A8 の比較（142円/h, 178円/h）



Linux RDMA on Microsoft Azure

29

• RDMA（Remote Direct Memory Access）



SSD 搭載インスタンス：D シリーズ

30

 D シリーズは SSD を搭載した新ハードウェアで稼働

 そのため、ローカルディスクがAシリーズと比較し

て高速になっています

 Dシリーズの CPU 性能は同じコア数のAシリーズ

比で 60% 程度向上しています

サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルSSD

容量（GB）
データディスク
最大接続数

データディスク
最大IOPS

D1 1 3.5 50 2 2 x 500 = 1,000 IOPS

D2 2 7 100 4 4 x 500 = 2,000 IOPS

D3 4 14 200 8 8 x 500 = 4,000 IOPS

D4 8 28 400 16 16 x 500 = 8,000 IOPS

D11 2 14 100 4 4 x 500 = 2,000 IOPS

D12 4 28 200 8 8 x 500 = 4,000 IOPS

D13 8 56 400 16 16 x 500 = 8,000 IOPS

D14 16 112 800 32 32 x 500=16,000 IOPS



Premium Storage 対応：DS シリーズ
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サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルSSD

容量（GB）
データディスク
最大接続数

キャッシュサイズ
（GB）

データディスク
最大IOPSと
スループット

DS1 1 3.5 7 2 43 3,200 IOPS,  32MB/秒

DS2 2 7 14 4 86 6,400 IOPS,  64MB/秒

DS3 4 14 28 8 172 12,800 IOPS,  128MB/秒

DS4 8 28 56 16 344 25,600 IOPS,  256MB/秒

DS11 2 14 28 4 72 6,400 IOPS,  64MB/秒

DS12 4 28 56 8 144 12,000 IOPS,  128MB/秒

DS13 8 56 112 16 288 25,600 IOPS,  256MB/秒

DS14 16 112 224 32 576 51,200 IOPS,  512 MB/s

 D シリーズのSSD追加可能モデルです

 最大IOPSとスループットにはデータディスクのサイズにより変動があります

 キャッシングポリシーには ReadOnly, ReadWrite, None の三種があり、ワークロードに応じて選択いただけます



SSD 搭載インスタンス：D v2シリーズ

32

 D v2 シリーズは Dシリーズよりもさらに新しいハードウェ

アで稼働し、CPUが35%高速なものになっています。

 D v2シリーズにはD15 v2という、従来のD14よりもさらに

大きなタイプが追加されました。

 D15 v2 はハードウェアが占有される形になります。

 メモリ、ディスク構成は従来のDシリーズと同様

です。

サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルSSD

容量（GB）
データディスク
最大接続数

データディスク
最大IOPS

D1 v2 1 3.5 50 2 2 x 500 =   1,000 IOPS

D2 v2 2 7 100 4 4 x 500 =   2,000 IOPS

D3 v2 4 14 200 8 8 x 500 =   4,000 IOPS

D4 v2 8 28 400 16 16 x 500 =   8,000 IOPS

D5 v2 16 56 800 32 32 x 500 = 16,000 IOPS

D11 v2 2 14 100 4 4 x 500 =   2,000 IOPS

D12 v2 4 28 200 8 8 x 500 =   4,000 IOPS

D13 v2 8 56 400 16 16 x 500 =   8,000 IOPS

D14 v2 16 112 800 32 32 x 500 = 16,000 IOPS

D15 v2 20 140 1,024 40 40 x 500 = 20,000 IOPS



Premium Storage 対応：DS v2シリーズ
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サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルSSD

容量（GB）
データディスク
最大接続数

キャッシュサイズ
（GB）

ディスク最大IOPSと
スループット

DS1 v2 1 3.5 7 2 43 3,200 IOPS,  48MB/秒

DS2 v2 2 7 14 4 86 6,400 IOPS,  96MB/秒

DS3 v2 4 14 28 8 172 12,800 IOPS,  192MB/秒

DS4 v2 8 28 56 16 344 25,600 IOPS,  384MB/秒

DS5 v2 16 56 112 32 688 51,200 IOPS,  768MB/秒

DS11 v2 2 14 28 4 72 6,400 IOPS,  96MB/秒

DS12 v2 4 28 56 8 144 12,800 IOPS,  192MB/秒

DS13 v2 8 56 112 16 288 25,600 IOPS,  384MB/秒

DS14 v2 16 112 224 32 576 51,200 IOPS,  768MB/秒

DS15 v2 20 140 280 40 720 64,000 IOPS,  960MB/秒

 DS シリーズの性能向上モデルです

 DS v2シリーズにはDS15 v2という、従来のDS14よりもさらに大きなタイプが追加されました

 最大IOPSとスループットにはデータディスクのサイズにより変動があります

 キャッシングポリシーには ReadOnly, ReadWrite, None の三種があり、ワークロードに応じて選択いただけます



SSD 搭載インスタンス：F シリーズ
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 F シリーズは 高速なCPUを必要としつつも、

メモリ量やローカルSSDを多くは必要としない用途

に最適です

 使用しているCPUはD v2シリーズと同一のものです

 D v2シリーズの同コア数モデルと比較した場合、

およそ30%のコストダウンとなります

サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルSSD

容量（GB）
データディスク
最大接続数

データディスク
最大IOPS

F1 1 2 16 2 2 x 500 = 1,000 IOPS

F2 2 4 32 4 4 x 500 = 2,000 IOPS

F4 4 8 64 8 8 x 500 = 4,000 IOPS

F8 8 16 128 16 16 x 500 = 8,000 IOPS

F16 16 32 256 32 32 x 500 =16,000 IOPS



Premium Storage 対応：Fs シリーズ
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サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルSSD

容量（GB）
データディスク
最大接続数

キャッシュサイズ
（GB）

データディスク
最大IOPSと
スループット

Fs1 1 2 4 2 12 3,200 IOPS,  48MB/秒

Fs2 2 4 8 4 24 6,400 IOPS,  96MB/秒

Fs4 4 8 16 8 48 12,800 IOPS,  192MB/秒

Fs8 8 16 32 16 96 25,600 IOPS,  384MB/秒

Fs16 16 32 64 32 192 51,200 IOPS,  768MB/秒

 F シリーズのSSD追加可能モデルです

 最大IOPSとスループットにはデータディスクのサイズにより変動があります

 キャッシングポリシーには ReadOnly, ReadWrite, None の三種があり、ワークロードに応じて選択いただけます



大型インスタンス：G シリーズ

36

 スケールアップが必要な用途に最適の大型 VM

 米国西部, 米国東部 2, 西ヨーロッパ, 東南アジア,

オーストラリア東部, カナダ中部, カナダ東部 で

利用可能

 Intel® Xeon® プロセッサ E5 v3 ファミリ、

D シリーズ の 2 倍のメモリと 4 倍のソリッド

ステート ドライブ ストレージ (SSD) が搭載さ

れています

 ハイパースレッドではなく物理的に32コア

 G5 で 984円/h

2017年初頭、日本で
ご利用になれます。

サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルSSD

容量（GB）
データディスク
最大接続数

データディスク
最大IOPS

G1 2 28 384 4 4 x 500 = 2,000 IOPS

G2 4 56 768 8 8 x 500 = 4,000 IOPS

G3 8 112 1,536 16 16 x 500 = 8,000 IOPS

G4 16 224 3,072 32 32 x 500 = 16,000 IOPS

G5 32 448 6,144 54 64 x 500 = 32,000 IOPS



Premium Storage 対応：GS シリーズ
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 G シリーズの Premium Storage 対応版

 米国西部, 米国東部 2, 西ヨーロッパ, 東南アジ

ア, オーストラリア東部 で利用可能

 データディスクは最大 80,000 IOPS を実現

 ストレージ以外のスペック及び料金は

G シリーズと同じ

 最大IOPSとスループットにはデータディスク

のサイズにより変動があります

2017年初頭、日本で
ご利用になれます。

サイズ コア数
メモリ容量
（GB）

ローカルSSD

容量（GB）
データディスク
最大接続数

キャッシュサイズ
（GB）

ディスク最大IOPSと
スループット

GS1 2 28 56 4 264 5,000 IOPS,  125 MB/秒

GS2 4 56 112 8 528 10,000 IOPS,  250 MB/秒

GS3 8 112 224 16 1,056 20,000 IOPS,  500 MB/秒

GS4 16 224 448 32 2,112 40,000 IOPS,  1,000 MB/秒

GS5 32 448 896 64 4,224 80,000 IOPS,   2,000MB/秒



GPU 搭載インスタンス ～ N シリーズ
NV Series (Tesla M60 搭載)：RemoteFX vGPU によって強力な 3D グラフィック性能を実現

NC Series (Tesla K80 搭載) ：Direct device assignment による仮想環境上の強力な GPU 処理を実現

GPU 機能 Tesla M60

GPU 2x NVIDIA Maxwell GPU

Max Power 300 W

フォームファクター PCIE 3.0 Dual slot

クーリング ソリューション Passive/Active

メモリサイズ 16 GB (GPU ごとに 8 GB)

CUDA コア数 4,096 (GPU ごとに 2,048)

GPU 機能 Tesla K80

GPU 2x Kepler GK210

最大倍精度浮動小数点性能
2.91 TFlop (GPU ブーストクロック)

1.87 TFlop (ベースクロック)

最大単精度浮動小数点性能
8.74 TFlop (GPU ブーストクロック)

5.6 TFlop (ベースクロック)

メモリバンド幅 毎秒 480 GB (GPU ごとに毎秒 240 GB)

メモリサイズ 24 GB (GPU ごとに 12 GB)

CUDA コア数 4,992 (GPU ごとに 2,496) 38

◆Physical Card Spec. ◆Physical Card Spec.

NV6 NV12 NV24 NC6 NC12 NC24 NC24r

Cores 6 

(E5-2690v3)

12 

(E5-2690v3)

24 

(E5-2690v3)

6 

(E5-2690v3)

12 

(E5-2690v3)

24 

(E5-2690v3)

24 

(E5-2690v3)

GPU 1 x M60 GPU 

(1/2 Physical 

Card)

2 x M60 GPU 

(1 Physical 

Card)

4 x M60 GPU 

(2 Physical 

Cards)

1 x K80 GPU 

(1/2 Physical 

Card)

2 x K80 GPU 

(1 Physical 

Card)

4 x K80 GPU 

(2 Physical 

Cards)

4 x K80 GPU

(2 Physical 

Cards)

Memory 56 GB 112 GB 224 GB 56 GB 112 GB 224 GB 224 GB

Disk ~380 GB SSD ~680 GB SSD ~1.5 TB SSD ~380 GB SSD ~680 GB SSD ~1.5 TB SSD ~1.5 TB SSD

Network Azure 

Network

Azure 

Network

Azure 

Network

Azure 

Network

Azure 

Network

Azure 

Network

Azure Network

+ (RoCE)
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Feature RemoteFX vGPU Direct device assignment

Device GPU Assignment Para-virtualized (many VMs to one or more GPUs) 1 or more GPUs to 1 VM

Scale Best scale / 1 GPU to many VMs Low scale / 1 or more GPUs to 1 VM

App compatibility DX 11.1, OpenGL 4.4, OpenCL 1.1 All GPU capabilities provided by vendor (DX 12, OpenGL, CUDA, etc)

AVC444 Enabled By default (Win10/Srv2016) Available through Group Policy (Win10/Srv2016)

GPU VRAM Up to 1 GB dedicated VRAM Up to VRAM supported by the GPU

Frame Rate Up to 30fps Up to 60fps

GPU driver in guest RemoteFX 3D adapter display driver (Microsoft) GPU vendor driver (NVIDIA, AMD, Intel)

Guest OS support Windows Server 2012r2, WS 2016, Windows 7 SP1, Windows 8.1, 

Windows10

Windows Server 2012r2*, WS 2016, Windows 10*, Linux

Hypervisor Microsoft Hyper-V

Host OS availability Windows Server 2012r2, WS 2016, Windows 10 Windows Server 2016

GPU hardware “Enterprise” GPUs (such as Nvidia Quadro/GRID or AMD FirePro)

Server hardware No special requirements Modern server, exposes IOMMU to OS 

(usually SR-IOV compliant hardware)

N シリーズを実現する高度な仮想化技術
Hyper-V graphic virtualization enhancements



仮想マシンのサイズ変更
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仮想マシンが実行中の状態

でも変更可能ですが、

その場合は

一度再起動されます

DS2 DS12

仮想マシンを作り直すことなく、いつでも変更することが可能



可用性セット
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可用性セットは、そのセット内のVMをFDとUDに適切に配置するためのしかけ。

複数台のVMで可用性セットを構成する事により、ユーザーシステムの全障害を防ぐ
ことが可能。



42



Microsoft HPC Pack on Azure

43

HPC Pack は、Microsoft Azure と Windows Server テクノロジに基づいて構築された、Microsoft が
提供する無償の HPC ミドルウェアとなります。

https://azure.microsoft.com/ja-jp/documentation/articles/virtual-machines-excel-cluster-hpcpack/

https://azure.microsoft.com/ja-jp/documentation/articles/virtual-machines-hpcpack-cluster-options/

HPC Pack 

Cluster Manager

https://azure.microsoft.com/ja-jp/documentation/articles/virtual-machines-excel-cluster-hpcpack/
https://azure.microsoft.com/ja-jp/documentation/articles/virtual-machines-hpcpack-cluster-options/


Azure Batch
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Azure Batch を使用すると、大規模な並列コンピューティング や HPC アプリケーションをクラウドで効率的に
実行できます。Azure Batch は、多くのコンピューティング処理を要する作業を仮想マシン (コンピューティン
グ ノード) の管理されたコレクション上で実行するようにスケジュール設定するための PaaS 型サービスです。

ユースケース
 財務リスクのモデリング
 画像のレンダリングと画像処理
 メディアのエンコードとトランスコード
 遺伝子配列の分析
 ソフトウェアのテスト

※現時点では、Batch は、Windows Server ベースの仮想マシンで実行されるワークロードのみをサポートしています。また、現時点では、
Message Passing Interface (MPI) アプリケーションはサポートしていません。



ストレージ サービス：BLOB/Table/Queue/Files/Disk
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Storage Account

https://*.core.windows.net

※最大 x 100 Storage Account(≒49PB)/Subscription

Queue

Table

Disk

Files

500 TB

レプリケーション設定

LRS
3重化

GRS

東日本 西日本

地理冗長

RA-GRS

東日本

地理冗長+Read Onlyアクセス

西日本

BLOB

ストレージ サービスでは、SMB/CIFS ベースのファイルサービスである Files、軽量でスケーラブルな Key-Value 
ストレージである BLOB と Table、非同期通信をサポートする Queue、仮想マシンのディスクとなる Disk を提供
します。各ストレージは基本 3 重化され、地理冗長により 6 重化をサポートします。仮想マシンのディスク性能
を求める場合、プレミアム ストレージ (SSD) を選択することも可能です。



ストレージ サービス 費用 (BLOB/Table/Queue)
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https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/storage/

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/storage/


ストレージ サービス 費用 (Files)
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https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/storage/

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/storage/


ストレージ サービス 費用 (Disk)
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https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/storage/

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/storage/


第３章

Cloud AI, IoT, Analytics & Big Data
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Internet of Things (IoT) が AI 分野をリード
社会インフラから一般業務システムにまで波及

 安心・安全・健康
 インフラ（橋、トンネル、道路、水道、ガス）の問題検知
 インフラ部品 / プラント部品 の故障検知
 店舗・住居（強盗、空き巣、火災）の見守り
 高齢者 / 要介護者 の見守り
 発作などの検知

 製品サービスの高度化
 自社製品の買い替えタイミングの把握
 積極的なメンテナンス（保守の差別化）
 製品のインテリジェント化（製品の差別化）

 第四次産業革命
 機械学習による 工場のインテリジェント ネットワーク化
 異なるメーカー、工場間のインテリジェント ネットワーク化

 業務システムのインテリジェント化
 機械学習による プロフェッショナル / エキスパートの行動の取り込み
 機械学習による ホワイトカラーの業務の取り込み
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Azure は最も先進的な AI & IoT Platform を提供
Azure は、AI & IoT に必要な機能スタックを統合的に提供

 基本：スケーラビリティと信頼性
 Azure IoT Hub ：数百万イベント/秒を受け入れられるキャパシティ
 Azure Data Lake ：エクサバイト超のスケーラブルな HDFS ストレージサービス
 Azure HDInsight & Spark ：Hadoop によるスケーラブルなデータ処理
 Azure SQL Data Warehouse ：ペタバイト級のスケーラブルな RDB DWH サービス
 Azure Data Factory ：スケーラブルなワークフローエンジン、情報生成ツール

 コア：自動検知、自動判断･予測、可視化
 Azure Stream Analytics ：リアルタイム集計や特異点検知
 Azure Machine Learning ：人工知能コア プラットフォーム
 Cognitive Services ：人工知能サービス API 群
 Power BI ：データのビジュアル化

 優位：低いコスト
 Azure は世界最大のクラウドサービスの１つ。AWS よりも低い費用

 クリティカル：信頼と継続性、グローバル対応
 ４０年に渡るエンタープライズ ビジネスの経験
 年間１兆円の研究開発投資、５年間で１兆５千億円の設備投資
 世界 26 地域、100 ヶ所以上のデータセンターでサービス展開
 サイバー攻撃に対する高度な防御機能を備えた DC とサイバークライム センター
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Azure IoT Platform

LoB Apps

Third-party 

Systems

External 

Analytics Tools

Device Actions through Agent Capabilities Command and Control

Data Ingress Data Egress (Visualize + Decide)Data Processing (Transform + analyze / Capture + manage)

Agent

Gateway

0011010111000101

Agent 0011010111000101

Agent

Agent

• Accepts Commands

• Selectivity Transmits Data

0011010111000101

0011010111000101
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マイクロソフト IoT 事例に見るビジネス価値
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分類 事例企業 実現内容 ビジネス価値

C
o

n
n

e
c

te
d

 C
o

n
su

m
e

r 
D

e
v

ic
e

s

Samsung 世界中でのスマートTV 新顧客体験を世界規模で提供

Softbank Robotics Pepper (ロボット) による自動接客、マーケティング 新顧客体験と新マーケティング方法を世界規模で提供

Microsoft
ユーザの利用状況収集
オンラインゲーム

利用データに基づく商品の改良
顧客のつなぎとめ

日本テレビ 双方向TV及びビッグデータ分析基盤 リアルタイムでの視聴者の反応を活かした番組制作

LINE 女子高生人工知能「りんな」 LINE サービスの価値向上、高度なユーザー動向分析

C
o

n
n

e
c

te
d

 
V

e
h

ic
le

次
世

代
テ

レ
マ

テ
ィ

ッ
ク

ス

Qoros Motor 次世代テレマティックス ドライバー体験の差別化

Daimler EVカーシェアリング環境 EV向け新サービスで街と連携したエコ社会実現

トヨタ自動車 次世代テレマティックス 次世代ビジョンの具現化

Delphi 車載機の双方向通信とドライバーへの情報提供 次世代基盤ビジネスの実現

C
o

n
n

e
c

te
d

 O
p

e
ra

ti
o

n
s 

/ 
S
e

rv
ic

e
s

産
業

機
器

設
備

利
用

の
効

率
化

KUKA 人とロボットの協調 生産性向上。生産状況をサプライチェーン全体に可視化

M.G. Bryan 機器の遠隔監視に基づく操業支援 (予兆保全) 高稼働率と操業コスト削減、在庫削減

Rockwell 機器の遠隔監視分析 高稼働率と操業コスト削減

Krones 機器の遠隔監視に基づく操業支援 (操業コンサルティング) お客様の保守業務効率化により顧客関係の深化を実現

ThyssenKrupp Elevator 機器の遠隔監視に基づく操業支援 (予兆保全) 新市場の成長への追随、確実な保守契約の獲得

カーネギーメロン大学 ビル運営管理 エネルギーコスト／オペレーションコストの削減

C
it
y
 N

e
xt ロンドン地下鉄 機器の遠隔監視に基づく操業支援 (操業支援) 分断されたプロセスの統合により新規投資領域を判断

バルセロナ市 交通機関や市民のモバイルからの情報収集と分析 市民のQOLや観光客の利便性の向上、市民の声の議会への反映



Pepper × Azure = Cloud Robotics の衝撃

“ソフトバンクグループは８日、ヒト型ロボット「ペッパー」事業で米マイクロソフト
(MS) と提携を発表した。MS のクラウドとつないで小売業の接客支援サービスを共同開
発し、今秋に提供する。２月に米 IBM の学習するコンピューター「ワトソン」との連携
を発表したのに続く協業となる。人工知能 (AI) や言語処理など海外の最新技術を取り込
んでペッパーの魅力を引き上げる。”

3月8日付日本経済新聞より

“ソフトバンクロボティクスとマイクロソフト コーポレーションは8日、クラウドロボティ
クス分野において戦略的協業を発表した。協業の第一弾として人型ロボット 「Pepper」
と クラウドプラットフォーム 「Microsoft Azure」 を活用した小売業界向け次世代型
店舗 ソリューション「未来の商品棚 (仮称)」を 2016年秋を目処に提供する。”

3月8日付マイナビニュースより



Pepper AI × Cloud AI = Cloud Robotics
イノベーションを容易に実現

56

理解･会話･推奨
の自動化



Cloud Robotics Azure Platform

57

Pepper × Azure 

デバイスエコシステム

Power BI を始めとした

データ活用エコシステム

Device
Controller

Device
Router

Application
Router

32 インスタンス
までスケール可能

Microsoft Azure

繰り返し学習

Power BI
Service

Cloud AI
の利用

API Call

API Call



LINE：女子高生人工知能「りんな」

https://blogs.bing.com/japan/2015/08/07/aijk_rinna/

https://blogs.bing.com/japan/2015/08/07/aijk_rinna/


人とロボットが協調する生産システム

59

経営課題
• Industry 4.0のスマート ファクトリーを実現するた

め、これまでロボットだけで出来なかった作業を人と
協調して実現する仕組みを構築する必要があった

効果

解決策

“ロボット技術の驚異的な進化とクラウドの力により、スマートロボットによる
自動化ソリューションが実現可能となりました。

”

ドミニク・ベゼル
テクニカルフェロー

KUKA

• 現場の生産状況をサプライチェーン全体に可視化して機
動的な対処をスムーズにすることが狙い

• ハノーバーメッセでは多くの製造業から反響

• ロボットの動作情報をクラウドに送って状態を遠隔監視可
能にし、異常時の人への通知と対処をタブレットやウェア
ラブルを連携させてシステム化

• 人からの情報習得、人の動きに応じた安全動作などを実現



熟練者のノウハウをサービス化して世界に展開
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経営課題
• 高度な予兆保全サービスによる連続稼働性の向上と、
低コストの保守ビジネスによる利益確保を両立したい

• 急成長するアジア市場で保守技術者の大量育成が必要

効果

解決策

“我々は予防保全の業界標準の先を行き、先取りした予兆的な保全を行うことにより、
より高い稼働時間を保証したかった”

ANDREAS SCHIERENBECK

CEO

ThyssenKrupp Elevator

• ThyssenKrupp とその顧客の保守費用を削減

• 予測モデルの精度を向上し、急成長する市場の未熟な保守
技術者も活用

• エレベーターの稼動データをリアルタイムに監視・見え
る化し、PCやモバイルでどこでも活用

• 問題発生時の対処方法のノウハウを機械学習でシステム
に学ばせ世界中に展開



お客様のコストとリスクをともに低減して差別化
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経営課題
• 定期改修でも不意な故障を予測できず、特にエンジンの故障は多大な機会損
失をもたらすため、お客様はバックアップ用のトラックを常備

• 多くのお客様は設備の技術知識がないため、異常発生時には都度保守要員が
出向く必要があり、保守ビジネスではスケールメリットを出せない

効果

解決策

“クラウドを活用することで、我々はコスト効率よく当社の装置を監視し、顧客が劇的
に投資収益を改善し、設備の稼働時間を最大化するのに役立てることができます。”

Matt Bryan

CEO

M.G. Bryan

• お客様のコストを劇的に下げ、かつ保守員を増員せずグローバルに顧客層を拡大

• 利用状況や故障予測をサプライヤーと共有し、保守パーツの在庫削減を実現

• クラウドを活用した遠隔監視と故障予知などに基づく指示や状況ダッシュボー
ドをタブレットで参照し、どこからでも対応

• 業界のお客様のデータが横断的にたまる Rockwell のクラウドサービスを利用す
ることで予測精度を高め、SLA の提示を可能にした



装置提供者による Smart Factory サービス
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経営課題
• 多くの装置はネットワーク未接続で、TBM ベースの
保守のため、障害対応プロセスが非効率でコスト高

• サービスの顧客価値をもっと高められないか

効果

解決策

“信頼のおける接続性と遠隔監視はコスト効果のあるエンジニアリング サービスの実
現を可能にしました。今日、機器設置後のサービス コストは指数関数的に増えてお
り、競合に勝抜くためには不必要なコストを削減しなければなりません。”

• 装置のパフォーマンスと安全性が向上し、保守費用も削減

• 工場操業のコンサルやアウトソースサービスの提供が可能に

• サービスにより顧客関係を強化でき、ロイヤリティを向上

• 遠隔監視や診断サービスのためのデバイス接続を実現

• 顧客との情報共有により、コミュニケーションを円滑化

• 他社メーカーの装置も対象にライン全体のデータを活用

CVP, Lifecycle Services

Krones



オイル業界の “つながるサプライチェーン”
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経営課題
• 石油業界の上流から下流までをつなぐ新しいビジネス機会開
拓による、オートメーションベンダーとしての競争力強化

効果

解決策

• ある顧客に対して MS との協業により早期に価値実証

• 設備の潜在的な課題や欠陥を予測したアラートや、遠隔地からの障害対処によっ
てダウンタイムを減らし、莫大な機会損失を回避

• アセットの様々な状態をセンサーで検知、Azure IoT
services につなぎ、サプライチェーンの状態を地球上のど
こからでもリアルタイムに監視可能にした

• 機械学習の予測分析による予兆保全で高価なアセットの生
産効率を上げる

DOUG WEBER

Business Manager, 

Remote Application Monitoring
Rockwell Automation



自動車アフターパーツのサプライチェーン変革
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経営課題
• 自動車のアフターパーツ販売は特別注文が多いロングテール市
場で、2割の収益に8割の時間とコストがかかっている

• ディーラーは在庫を抱えないと販売機会を逃してしまう

効果

解決策

• わずか90日でのシステム開発

• 各ディーラーの物理在庫を削減しつつ無限の在庫プールを活用

• 特別注文対応のプロセスを1/60（15分➡ 15秒）に短縮して売上げアップ

• 200か国以上の販社と1,000以上のサプライヤーを１つにつなぐ
巨大な共有サプライチェーンネットワークをクラウドで構築

• 集合体の仮想在庫クラウドから自動引当てして販売

“Azure Platform によって実現した Virtual Inventory Cloud により特別注文処理が15分から
15秒になった。ビジネスルールとデータ管理を通じて競争力を高めることが我々のコアで
あり、Microsoft Azure は我々をインフラサービス企業になることから解放してくれた”

Steven Smith

President and CEO

GCommerce

GCOMMERCE
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Azure IoT Hub は、数百万の IoT デバイスとアプリケーション バックエンドの間に信頼性
のある保護された双方向通信を確立できる、完全に管理されたサービスを提供

Azure IoT Hub

参照：https://azure.microsoft.com/ja-jp/documentation/articles/iot-hub-devguide/

myIotHub.azure-devices.net

✅ 人検出

✅ お勧め商品

Apps

AMQP, MQTT, HTTPS

*１：RTOS, Linux, Windows, ….etc.

*２：C, .NET, Java, Node.js

Apps

Apps

or

Stream 
Analytics

https://azure.microsoft.com/ja-jp/documentation/articles/iot-hub-devguide/
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Azure IoT Hub の機能を含む、利用シーン別の事前構成済みソリューション

Azure IoT Suite

参照：https://www.azureiotsuite.com/

Remote monitoring

Architecture

https://www.azureiotsuite.com/
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Azure IoT Hub 費用

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/iot-hub/

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/iot-hub/
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マイクロソフトの機械学習への深い知見
- 質問に対する自動的な回答

Bing maps

launches

What’s the 

best way 

home?  

Microsoft 

Research 

formed

Kinect 

launches

What does that 

motion 

“mean”?

Azure Machine 

Learning 

launches

What will 

happen next? 

Hotmail 

launches 

Which email is 

junk? 

Bing search 

launches

Which 

searches are 

most relevant? 

Skype 

Translator 

launches

What is that 

person saying?

1991 201420091997 201420102008

“Azure Machine Learning は、ビジネスアナリストやエキスパートの知見に
直接触れることのできるデータサイエンスの体験を提供する。複雑さを
排し、幅広く利用が可能な競争優位性のあるツールだ”

Hans Kristiansen
Capgemini
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Azure Machine Learning は、未来を予測し「自立的」に判断するアプリケーションをコードを書かずに
素早く開発でき、それを稼働させるスケーラブルなプラットフォームである

Azure Machine Learning (Azure ML)

ブラウザだけで開始できる
Azure サブスクリプションにログイン
すれば、ブラウザだけで開発が可能。

誰とでも、どこからでも、簡単に共有
が可能

オープンで優れた統合環境
“R” や “Python” で利用される数百もの
アルゴリズムやパッケージを利用可
能。

Xbox や Bing で養われた優れたアルゴ
リズムを利用可能。

ソリューションを数分で展開できる
１クリックで学習が完了したモデルを
Web サービスとして即時ディプロイ。
あらゆる場所からスケーラブルに利用
可能。

世界への展開
グローバルな Azure Machine Learning 
Marketplace を介して、ソリューショ
ンを販売可能
GA 済み (2015年 2月から)

Microsoft Azure 
Machine Learning Studio
Modeling environment (shown) 

Microsoft Azure 
Machine Learning API service 
Model in production as a web service

Microsoft Azure
Cortana Intelligence Gallery
APIs and solutions for broad use



Azure Machine Learning

Matchbox Recommender

アルゴリズム



ビジネス課題
• ゲーム開始直後 (3ヶ月以内) に解約する会員の増加

• 解約が予期される会員への早期のアクションが必要

• アクティブ期間が伸びるほど収益への影響が大きい

利用データ
最初の3日間の下記データを基に150以上のパターン化(数十TB以上)

• Engagement（各セッションや日毎の利用時間）

• Performance（ランキング、勝利数、敗退数）

• Social（友人や他ユーザーとの同時プレイ数）

モデリング
• パターン化されたユーザー毎に次の7日間の行動を分析

• 1 週間分のデータを基にモデルのテストを実施
（Boosted Decision Tree を活用）

効果
 ランダム抽出による従来の分析方法に

比較して、3倍以上の精度で解約する
会員を特定

 AUC*：0.779

 影響を与えた主要な項目：

友人とのプレイ数

3日目のプレイ数

3日目のプレイヤーの Grade

*AUC (Area under the carve)

AUC 0.9 - 1.0 High accuracy
AUC 0.9 - 0.7 Moderate accuracy
AUC 0.5 - 0.7 Low accuracy

[事例] 解約者の特定 - Halo 4 on Xbox



”未来予測” や “エキスパートの判断” のプロセスをサポート
1. 結果 (正解) を含む 属性データ(*)をトレーニング用に準備する（＝経験やノウハウに相当）
2. 上記データで モデルをトレーニング（＝経験から学習する）
3. トレーニングされたモデルを利用して結果を予測（＝学習結果を応用する）

様々なモジュール群を利用してモデリング
• フォーマット変換（Data Format Conversions）
• データの入出力（Data Input and Output）
• データ変換（Data Transformation）

o Filter / Manipulation / Sample and Split /
Scale and Reduce

• 特徴選択（Feature Selection）
• 機械学習（Machine Learning）

o Evaluate / Initialize Model / Score / Train
• R 言語（R Language Module）
• Python（Python Language Module）
• 統計機能（Statistical Functions）
• テキスト分析（Text Analytics）

予測を行うための Web Service API の作成と配置
• トレーニングされたモデルを Module 化し、これを利用して入力値から予測結果を返す Web Service API を作成
• 作成した API は Microsoft Azure 上に配置してアプリケーションから利用

Azure ML の使い方と機能概要

74

目的変数
(ラベル)

属性データ
(特徴量)

予測 (自動判断)

(*) 教師あり学習の場合
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既存資産の活用：R & Python をそのまま流用

 依存関係のある R パッケージ (.zip) をまとめて ZIP 化して、”+NEW” で Dataset としてアップロードする

 Saved Datasets からアップロードした Dataset を Drag & Dropし、R 実行モジュールの Script Bundle Port    
(一番右側の入力ポート) に接続し、install.packages を利用して ZIP 内の R パッケージを読み込む

 読み込み先としてセットするパスの “src/” 部分は固定

スクリーンショットは、RHmm モジュール
を読み込んで利用している例。依存関係の
ある MASS と nlme を含めている。
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Azure ML の適用領域
数学的統計学的手法を使い、データの関連性の解析や予測を行うニューラルネットワーク、クラスタリング等の
テクニック(Source: IDC2003)」

レコメンデーション

広告効果分析

ビジネスへの
気象情報活用

SNS 分析

IT インフラ Web

アクセス
解析

法的ドキュメント
の検証

価格最適化 不正検知

顧客解約分析

機器予防保全

ロジスティクス
最適化

カスタマイズ保険
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 業界・業種別の Azure Machine Learning 用テンプレート（データとモデル）を提供

 Azure Machine Learning Studio 上ですぐに編集可能

Cortana Intelligence Gallery

https://gallery.cortanaintelligence.com/

https://gallery.cortanaintelligence.com/
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Azure Machine Learning 費用 http://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/machine-learning/

http://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/machine-learning/
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ImageNet で最高評価

28.2
25.8

16.4

11.7

7.3 6.7

3.5

ILSVRC 2010
NEC America

ILSVRC 2011
Xerox

ILSVRC 2012
AlexNet

ILSVRC 2013
Clarifi

ILSVRC 2014
VGG

ILSVRC 2014
GoogleNet

ILSVRC 2015
ResNet

ImageNet Classification top-5 error (%)

２０１５年、マイクロソフトは、エントリーした５分野すべてで１位を獲得
(ImageNet classification, ImageNet localization, ImageNet detection, COCO detection, and COCO segmentation)

世界最高レベルのディープラーニング技術
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Cognitive Services：人工知能サービス API 群
画像認識、音声認識、テキスト認識など、ディープ ラーニング手法による大きなコンピューティング
パワーを必要とする処理などを Azure の API Service として提供。 https://www.microsoft.com/cognitive-services/

https://www.microsoft.com/cognitive-services/
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Cognitive Services：人工知能サービス API 群
画像認識、音声認識、テキスト認識など、ディープ ラーニング手法による大きなコンピューティング
パワーを必要とする処理などを Azure の API Service として提供。 https://www.microsoft.com/cognitive-services/

Vision APIs

Speech APIs

Language APIs

Knowledge APIs

Search APIs

https://www.microsoft.com/cognitive-services/
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Cognitive Services：Face API
画像を分析し、複数人の顔を自動認識。顔検知機能、顔のグルーピング機能、顔の人物特定機能
などを提供する

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/face-api

顔から人物を特定

210人の顔を登録

2秒弱で特定完了

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/face-api
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Cognitive Services：Emotion API
画像や動画を分析し、人の感情を自動的に認識。怒り・軽蔑・嫌悪・怖れ・幸福・中立・悲しみ・驚き
の８つの要素を確率で回答

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/emotion-api

感情を自動認識

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/emotion-api
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Cognitive Services：Computer Vision API
画像を分析し、2,000 に及ぶ物体を自動的に認識。自動タグ生成機能、自動説明機能、OCR 機能、
サムネイル機能などを提供する

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/computer-vision-api

写真の中にある物体を自動認識し
タグとして生成

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/computer-vision-api


Cognitive Services：Video API
動画の安定化機能、動画から人の顔を認識・トラッキングする機能、動きを自動的に検出する機能、

サムネイル動画を自動作成する機能などを提供

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/video-api

動画の揺れを自動補正
して、安定化

動画の中から人の顔を認識し
自動的に追跡

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/video-api


Cognitive Services：Bing Speech API
音声を認識しテキスト化する機能、テキストを認識し音声出力する機能などを提供

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/speech-api

話している内容を
自動的にテキスト化

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/speech-api


Cognitive Services：LUIS API
会話を学習し、会話の内容から何をしたいのかを理解する

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/language-
understanding-intelligent-service-luis

航空券予約である
ことを認識

(86%の信頼確率)

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/language-understanding-intelligent-service-luis


Cognitive Services：Linguistic Analysis API
自然言語処理の為の高度な言語解析機能を提供

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/linguistic-analysis-api

文章の構造と品詞を
自動認識

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/linguistic-analysis-api


Cognitive Services：Text Analytics API
テキストを解析し、言語の自動特定、キーフレーズの自動抽出、ポジティブかネガティブかの感情
の自動判別を行う

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/text-analytics-api

文章からキーフレーズ
を自動認識

https://www.microsoft.com/cognitive-services/en-us/text-analytics-api
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 PowerBI Service
✅ Azure 上で提供される SaaS 型 BI サービス

✅ ダッシュボード、レポート分析、様々なデータの取得

✅ Push 型のリアルタイム表示も可能

(REST API & Stream Analytics)

 Power BI Desktop
✅ 無償のデスクトップ デザインツール & BI ツール

✅ レポート分析、様々なデータの取得

✅ Excel 2013 の Power Query, PowerPivot, Power View 

の各機能を取り出し、統合化
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Power BI の構成
 GA 済み (2015年 7月から)

Dashboard

Report

Report

参照：https://powerbi.microsoft.com/ja-jp/

https://powerbi.microsoft.com/ja-jp/


Power BI のアーキテクチャ
Microsoft Azure

Microsoft Excel

オンプレミス環境

SQL Server AS

Power BI Desktop

Spark 

on HDInsight

Stream Analytics

SQL DB / DW

DocumentDB

非 Azure 上のソフトウェアシステム
(例. SaaS 型アプリケーション, 

IoT シナリオ, データ ストリーム)

Azure 上のソフトウェアシステム
(例. 顧客のアプリケーション,

1st パーティ サービス)

モバイルアプリ
 iOS, Android, Windows
 リアルタイム ダッシュボード
 閾値アラート
 ビジュアル探索

Cortana for business 

(Windows 10)
 Cortana – Power BI 連携

Embedded </> insights
 Power BI の埋め込み

データは Power BI Service の PowerPivot に
キャッシュ、もしくは、ダイレクトにクエリ

ブラウザ
 リアルタイム ダッシュボード
 自然言語クエリ

 Advanced Analytics & Machine 
Learning  フロントエンド

 ビジュアル探索

On-premises

Data Gateway

PowerPivot

PowerPivot Upload (PowerPivot)

Upload (Report Design)

分析用
インメモリDB

PowerPivot ダイレクトクエリ

PowerBI
Service
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ダッシュボード/レポート/データセット

• レポート

Q&A 検索ボックス

タイル

タイル

タイル

タイル

• ダッシュボード

• データセット



操作性と Visualize
分析用途に応じて様々な表現方法を利用可能

95



96

多用なデータソースのサポート
オンプレミス、Azure を含め、様々なデータソースをサポート
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SaaS 上のデータをすぐに利用可能
コンテンツパック

 様々なSaaS ソリューションと容易に連携
するための機能をひとまとめにして提供
 ダッシュボード

 レポート

 データモデル

 クエリ

2016/8/25 現在、60+種のコンテンツパックを提供
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データ リフレッシュ間隔

 ダッシュボード
 Stream Analytics や REST API によるストリーミング データソースのタイルは、

リアルタイムでのプッシュ表示

 ダイレクト クエリ データソースのタイルは、最短 15 分間隔で最新表示

 PowerPivot データソースのタイルは、データソースの更新時点表示

 レポート
 ストリーミング データソースは、ユーザー操作で最新表示

 ダイレクト クエリ データソースは、ユーザー操作で最新表示

 PowerPivot データソースは、データソース更新時点のものをユーザー操作で表示

 PowerPivot データソース
 手動更新「今すぐ更新」の実行時

 1 日 1 回（無償版）、1 日 8 回（有償版）のスケジュール更新設定

 オンプレミス データとの同期を伴う更新のスケジュール実行には、オンプレミス
データ ゲートウェイ、並びに、Power BI Pro （有償版）が必要
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ダッシュボード共有とコラボレーション

 共有したいダッシュボードを選択し、共有先ユーザのメールアドレスを入力する
だけの簡単な操作で共有可能

 組織外のユーザに対する共有を抑止することも可能



オンプレミス データソース連携機能
オンプレミス データ ゲートウェイ

Power BI Service

Azure Data

Movement Service

(ADMS)

スケジュール更新をキック

Azure

Service Bus

On-premises

Data Gateway

データソース

Service Bus にクエリを送信

On-Prem

Cloud

Service Bus に対して Polling し
未処理のクエリを問い合わせ

データ取得

データをアップロード

Delivery Service

Delivery Service がデータモデルを構成して
Power BI Service に送信

オンプレミス データ ゲートウェイ



 custom visual の開発・公開・導入
 Power BI レポート用に独自のビジュアル コンポーネントを開発、公開、導入することが可能です

 https://app.powerbi.com/visuals/?WT.mc_id=Blog_CustomVisuals

Power BI visuals gallery

https://app.powerbi.com/visuals/?WT.mc_id=Blog_CustomVisuals


 Power BI の開発者機能
 Power BI レポートやタイルをアプリケーションに統合することが可能です

https://powerbi.microsoft.com/ja-jp/documentation/powerbi-developer-overview-of-power-bi-rest-api/

カスタム アプリケーションとの統合

Power BI

Dashboard

Custom

Web Application

https://powerbi.microsoft.com/ja-jp/documentation/powerbi-developer-overview-of-power-bi-rest-api/
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3

クラウドサービスの特性を活かした機能リリース

 Power BI Services は、月次レベルでの新機能提供を継続

 Power BI ideas サイトに、フィードバックを頂き、今後のリリースに反映

https://ideas.powerbi.com/forums/265200-power-bi-ideashttps://powerbi.microsoft.com/en-us/blog/

https://ideas.powerbi.com/forums/265200-power-bi-ideas
https://powerbi.microsoft.com/en-us/blog/


10
4

無償版と Pro 版との差異

2016/8/26 現在

https://powerbi.microsoft.com/ja-jp/pricing/

https://powerbi.microsoft.com/ja-jp/pricing/
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SQL Server & クラウド DB 進化の歴史

第二世代：

James Nicholas Gray（ジムグレイ）が開発を指揮。
ジムグレイは、IBM、TANDEM、DEC の各社で、Lead  Architect として
主要なデータベースやトランザクション処理システムの開発を行った。
1998年には計算機科学分野のノーベル賞と言われるチューリング賞を
授与された。

Analytics Platform System (APS)
• MPP アーキテクチャ
• 56ノード / 6PB の超大規模DWH

Fast Track Data Warehouse
• 95TBまでのDWHを低コストで実現

SSD Appliance
• メモリアレイを活用した高速化

明治安田生命様

損保ジャパン様

Kabu.com様

IY Bank(現セブン銀行)様

SQL DB
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百五銀行様( 銀行勘定系システム) 

NEC様 ( グループ全体の大規模基幹システム )

SBIリクイディティマーケット様

( 35,000トランザクション/秒) 

１１銀行の勘定系で採用

NTT ドコモ様 ( 大規模 DWH )

SQL DW

▼登場 (SQL2008 版 PaaS)
2010年

▼V12 (SQL2014+2016 PaaS + Elastic DBs)
2015年

▼登場 (APS 進化型 PaaS)
2015年



最新のカラム ストア技術による超高速化
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 本番データを利用した圧縮率測定（最大９８％の削減率）

• 大手通信キャリアＡ社における POC 結果

 処理タイプ別性能比較（最大６００倍の性能向上）
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Azure SQL Data Warehouse

Scale-out 
Relational 

Data 
warehouse

エンタープライズ クラスの SQL 型データベース機能を持つ、ペタバイトスケールの

初めてのエラスティックなクラウド DWH

2016/10/1 

GA
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優れた弾力性
 日ごとの処理パターンやサイクルに合わせて、処理性能を調整

 分析や処理に必要な時間を買うだけで、サーバーラックを買う必要はない

 事前にハードウェア割り当てを必要とせず、必要とするコンピュート資源に対してのみの支払い

 必要とするコンピュート資源とストレージを分けて選択可能

 SQL DW Pause

Dynamic Pause / Resume 機能をコスト削減の為に利用可能

 Pause 時は、ストレージ費用のみ請求

 ポリシー設定可能 (例：夜間/週末)

 PowerShell や REST API で設定可能

 データは保持される
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エラスティック
ペタバイトスケール

DWH 最適化

99.99% uptime SLA, 

Geo-restore

コンプライアンス

(ISO, HIPAA, EU, etc.)

SQL Server と同等の体験

SQL DW

SQL DB

Service Tiers

Azure SQL Database を基盤とした信頼性
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Data Warehouse Unit (DWU) : クエリ性能を購入

ハードウェアではなく、欲しいクエリ性能を購入

データウェアハウス オペレーションに対する容易な性能チューニング

Power

Simplicity

# rows 
scanned

# of rows

loaded

DWU は、スキャン性能とロード性能 (100万行

単位) をどの程度の速度にするかで決まる

100 DWU = 

200 DWU delivers 2x the power of 100 DWU

200 DWU costs 2x 100 DWU

ストレージとコンピュートを分離した初めてのオンデマンド DW サービスScale

Row Scan Rate 1M Rows/sec

CCI Load Rate 15K Rows/sec
100 DWU = 297 sec

400 DWU = 74 sec

800 DWU = 37 sec

1,600 DWU = 19 sec

10 億行のスキャン性能

(検証)



Azure SQL Data Warehouse アーキテクチャ

Compute

Dist_DB_1

Dist_DB_2

Dist_DB_12

Control

Engine

DMS

SQL DB

500 DWU

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_13

Dist_DB_14

Dist_DB_24

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_25

Dist_DB_26

Dist_DB_36

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_37

Dist_DB_38

Dist_DB_48

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_49

Dist_DB_50

Dist_DB_60

DMS

SQL DB 

…

Application or 
User connection

Data Loading
(ADF, SSIS, REST, OLE, ODBC, 

ADF, AZCopy, PowerShell)

Premium Storage

・・・ (60 DB)



Azure SQL Data Warehouse アーキテクチャ

Compute

Dist_DB_1

Dist_DB_2

Dist_DB_6

Control

Engine

DMS

SQL DB

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_7

Dist_DB_8

Dist_DB_12

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_13

Dist_DB_14

Dist_DB_18

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_19

Dist_DB_20

Dist_DB_24

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_25

Dist_DB_26

Dist_DB_30

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_31

Dist_DB32

Dist_DB_26

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_37

Dist_DB_38

Dist_DB_42

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_43

Dist_DB_44

Dist_DB_48

DMS

SQL DB 

…
Compute

Dist_DB_49

Dist_DB_50

Dist_DB_54

DMS

SQL DB 

…

Compute

Dist_DB_55

Dist_DB_56

Dist_DB_60

DMS

SQL DB 

…

Application or 
User connection

Data Loading
(ADF, SSIS, REST, OLE, ODBC, 

ADF, AZCopy, PowerShell)

Premium Storage

1000 DWU

・・・ (60 DB)



Polybase / T-SQL による非構造化データの統合

T-SQL query

SQL DW Hadoop

(HDFS, BLOB)

Quote:

************************

**********************

*********************

**********************

***********************

$658.39

Jim Gray

Name

11/13/58

DOB

WA

State

Ann Smith 04/29/76 ME

 Polybase によって外部の非構造化データをリレーショナル データのように扱うことが可能

 T-SQL クエリでリレーショナル データと Data Lake 上のデータを同時に活用可能

 既存のスキルセットや BI ツールがそのまま利用可能

 ETL 処理プロセスを短縮し、インサイトを素早く得ることが可能



Azure SQL DW の圧倒的な性能と高い運用性

カラム数：80
件数：16 億件

論理容量：640 GB

カラム数：10
件数：300

論理容量：30 KB

カラム数：40
件数：8 億件

論理容量：160 GB

 SQL Server 2014 の圧倒的性能に驚愕された某キャリア様での POC 性能値を４倍凌駕

 100 DWU ～ 2000 DWU の範囲で即時スケールアップ＆ダウンを実施

 Polybase による BLOB ストレージからの容易なデータロード

0:00:00

0:07:12

0:14:24

0:21:36

0:28:48

0:36:00

0:43:12

0:50:24

0:57:36

1:04:48

SQL Server オン

プレミス

(60Core/2TB 

Memory)

Azure SQL DW

(500 DWU)

Azure SQL DW

(1000 DWU)

Azure SQL DW

(2000 DWU)

レスポンスタイム (H:M:S)
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Azure SQL Data Warehouse 費用

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/sql-data-warehouse/

Compute Storage

参考：Azure Data Warehouse GA予定
米国中北部, インド西部, オーストラリア東部, 西日本 を除く
すべてのリージョンで一般公開されます。
※日本国内では東日本DCにて一般公開

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/sql-data-warehouse/
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Redshift との比較

Elasticity

Amazon Redshift Azure SQL Data Warehouse

Cost

Simplicity

Choice

Compatibility
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Redshift との比較

Python UDFs VACUUM Improved

Table level restore

China Availability

Password Improvement

Audit logs 

improved

Public Preview

PolyBase Export

External Table Stats

DMV Improvements

Threat Detection

Snapshot Backups

Better Performance

New DMVs

Better Stability

New DMVs

Geo-Restore

DWU Monitoring

SET NOCOUNT

SET PARSE ONLY

IS_MEMBER

India Availability

AAD Support

LOB Data Types

VS Improvements

NUMERIC 

UNIQUEIDENTIFIER

RAND()

CHECKSUM()

NEWID()

New DMVs

Archival Compression

China Availability

Canada Availability

General Availability

SSMS Support

DW3000/6000

Premium Storage

New Collations

Windowing functions

RENAME

PCI Certification

Redshift

SQL Data Warehouse
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Data Node Data Node Data Node Data Node

Task Tracker Task Tracker Task Tracker Task Tracker

Name Node

Job Tracker

HMaster
Coordination

Region Server Region Server Region Server Region Server

12
0

HDInsight - Hadoop in Azure
エンタープライズ クラスの Hadoop PaaS 型サービス
 Hortonworks Data Platform (HDP) を Azure PaaS 型サービスとして提供
 ハード、ネットワーク、OS のプロビジョニングと Hadoop のディプロイ、および、管理を自動化
 オンデマンドでのスケーリング (TB から PB クラスまで)

 HBase, Map-Reduce, Tez, Hive, Pig, Mahout, Spark などの機能群をサポート
 C#, Java を始めとした言語のプログラミング拡張機能を提供
 Power BI や Excel によるデータ可視化
 Visual Studio による開発をサポート
 SLA：HDInsight クラスターに対して 99.9% の接続保証
 Windows 版, Linux 版 とも GA 済み

構造化・非構造化データ等
あるゆるデータの加工と分析

をサポート

HDInsight



HDInsight の位置づけ

StreamingAnalyticalOperational

SQL Database 
SQL Data 

Warehouse
Stream Analytics Relational

Non-Relational

Tables 

DocumentDB Data Lake

HDInsight

Machine Learning

Storm

Hive/Pig

MapReduce/Tez

Spark

. . .

Event 

Hubs

HBase 

Spark Streaming 

Mahout



HDInsight のアーキテクチャ

HDInsight Cluster

Hadoop Distributed File System (HDFS) API

Azure Blobs

HDFS 

stores big 

unstructured files 

Called Windows 

Azure Storage 

Blobs (WASB)

MapReduce/Tez

HBase Storm

. . .Mahout

SparkHive/Pig
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HDInsight 費用

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/hdinsight/

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/hdinsight/
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Azure Data Lake
データ無制限のストレージ と 分析プラットフォーム

 無制限のストレージ（エクサバイト超）
 ネイティブ HDFS に基づく実装
 HDInsight, Hortonworks, Cloudera との統合
 全ての HDFS 準拠プロジェクトとの親和性

(Spark, Storm, Flume, Sqoop, Kafka, R, etc.)

Azure Data Lake Store
- Hadoop Distributed File System (HDFS) For The Cloud

 構造化データと非構造化データに対するデータ処理
 宣言型の SQL 文 とカスタムコード (UDF, UDT, UDO, … ) 

 ローカルとリモートに対するクエリ
 バッチ型、インタラクティブ型、ストリーミング型(in the future)

Azure Data Lake Analytics
- New Query Language : U-SQL

 Public Preview 実施中
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Azure Data Lake Store の特徴

 無制限のサイズ

 ギガバイトからペタバイトのサイズの単一ファイル

 巨大なスループットを必要とする大規模な分析システムを実現

 あらゆるスループットに自動最適化

 ペタバイト超のデータの並列コンピューティング

 同一リージョン内に３つのコピーを自動的に作成

 インストールやチューニングは不要

 数分で稼働開始

 必要に応じてどのようなサイズにもスケールアウト可能
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Information Management における２つのアプローチ

Observation

Pattern

Theory

Hypothesis

What will 
happen?

How can we 
make it happen?

Predictive 

Analytics

Prescriptive 

Analytics

What 
happened?

Why did 
it happen?

Descriptive 

Analytics

Diagnostic 

Analytics

Confirmation

Theory

Hypothesis

Observation

トップダウン ＋ ボトムアップ
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Data Lake は、ボトムアップ アプローチ

Ingest all data 
regardless of requirements

Store all data 
in native format without 

schema definition

Do analysis
Using analytic engines 

like Hadoop

インタラクティブ クエリ

バッチ クエリ

機械学習

Data Warehouse

リアルタイム分析

Devices
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Data Warehouse と Data Lake の組合せは新たな
価値を生む

What happened?

What is happening?

Why did it happen?

What are key 
relationships?

What will happen?

What if?

How risky is it?

What should happen?

What is the best option?

How can I optimize?
Data sources

過去と現在 未来
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Azure Data Lake Store 費用

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/data-lake-store/

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/data-lake-store/
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Azure Data Lake Analytics 費用

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/data-lake-analytics/

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/data-lake-analytics/
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Stream Analytics - リアル タイム データ処理
Azure 上でのストリーム データ処理

 デバイス、機械、アプリケーションと接続した Azure Event Hubs から 数百万のリアル タイム
イベントを取得する

 タイム センンシティブ な コンピューティングを実行する

 結果は永続的なストア、ダッシュボード、あるいは、再度デバイスに対して出力する

 GA 済み (2015年 4月から)
大量データをリアルタイム
に処理するクエリ エンジン

Point of 
Service Devices

Self Checkout
Stations

Kiosks

Smart 
Phones

Slates/
Tablets

PCs/
Laptops

Servers

Digital 
Signs

Diagnostic
EquipmentRemote Medical 

Monitors
Logic

Controllers

Specialized
DevicesThin 

Clients

Handhelds

Security

POS 
Terminals

Automation
Devices

Vending
Machines

Kinect

ATM
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End-to-End のアーキテクチャ
Ingestor
(broker)

Collection Presentation 
and action

Event 
producers

Transformation Long-term 
storage

Event hubs

Storage 
adapters

Stream 
processingCloud gateways

(Web APIs)

Field 
gateways

Applications

レガシー IOT 
(独自プロトコル)

各種デバイス

IP 通信デバイス
(Windows/Linux)

低パワーデバイス
(RTOS)

Search and query

Web/thick client 
dashboardsStream 

Analytics

Devices to take action

Event Hubs

Azure DBs

Azure storage

Power BI Site

Power BI Site

DocumentDB
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静止したデータ

SELECT FROM
WHERE 

AND 

質問

RDB を利用した回答
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動いているデータ ＝ ストリーム データ

質問

RDB を利用した回答

良いソリューションがない…..
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容易なクエリ利用に最適化

シナリオ：ビル マネージメント

“複数のビルに配置されたセンサーから現在の温度
データが送られてくる。10 秒間の移動平均に対し
て、 秒平均温度が ±5 度以上となる場合にアラート
を 上げて欲しい”
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やりたいことを１つの SQL クエリだけで実現
WITH bigAgg as (

SELECT DeviceId, AVG(Temperature) as avgTemp, system.Timestamp as WinEndTime

FROM input

GROUP BY HoppingWindow(Duration(ss, 10), Hop(ss, 1)), DeviceId

),

smallAgg as (

SELECT DeviceId, AVG(Temperature) as avgTemp, system.Timestamp as WinEndTime

FROM input

GROUP BY TumblingWindow(Duration(ss, 1)), DeviceId

),

variance as (

SELECT

bigAgg.DeviceId, 

bigAgg.WinEndTime,

bigAgg.avgTemp as bigAvg,

smallAgg.avgTemp as smallAvg,

diff = smallAgg.avgTemp - bigAgg.avgTemp

FROM bigAgg JOIN smallAgg

ON bigAgg.DeviceId = smallAgg.DeviceId AND

DATEDIFF(ss, bigAgg, smallAgg) BETWEEN 1 AND 1

),
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やりたいことを１つの SQL クエリだけで実現
alarm as(

SELECT DeviceId, WinEndTime, bigAvg, smallAvg, alert =

CASE

WHEN diff >= 5  THEN 'HIGH'

WHEN diff <= -5 THEN 'LOW'

ELSE ''

END

FROM variance

)

SELECT * FROM alarm ;
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Honeywell
Thermostat

Custom Protocol Gateway 
(Reykvavik)

TCP/IP Server

AES Encryption

Device
Authentication

Command Router
(Reykjavik)

Event Hub
(Service Bus)

Workflow 
Processing

Custom Code

Storage
Stream 

Analytics
Azure 

Storage

Batch 
Analytics

HDInsight

Stream 
Analytics

Stream 
Analytics

Azure Mobile Services

Azure Web Sites

Custom Code

• レガシーデバイスは、レイキャビックにあるプロトコル G/W を経由して Event Hub にプッシュ
• 最新のデバイスは、直接 Event Hub にプッシュ
• Event Hub を使うことで、高速なメッセージ交換が可能に
• Stream Analytics を利用して、geo-fencing と ストリーム ワークフローを実装
• オーリンズで状態管理プロセスを実装
• Mobile Services と Web Sites によって、UX を提供

Honeywell : サーモスタット状態管理
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重要な３つの Windowing
 Tumbling Window

 Hopping Window

 Sliding Window
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Azure Stream Analytics 費用 http://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/stream-analytics/

http://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/stream-analytics/
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 クラウド もしくは オンプレミス にある リレーショナル非リレーショナル データへの接続
 オーケストレートコンピューティング (データ移動や変換、機械学習、Hadoop などの組み合わせ)

 スケジューリング可能なデータ ビューとして Power BI ユーザーへパブリッシュ
 スケジューリング管理デバッグを操作可能な ワークフロー
 ライフサイクル マネジメント と モニタリング
 GA済み (2015年 8月)

情報の生成 と 統制を
操作可能にするツール

Azure 上でのクラウド オーケストレーター

Azure Data Factory



Azure Data Factory
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BI Tools

Data Marts

Data Lake(s)

Dashboards

Apps
Pipeline

(Storage & Compute)

Data Sources
(Import from)

Data Connector:
Import from source to 
Hub

Data 
Connector: 
Import/Export 
among Hubs

Pipeline
(Storage & Compute)

Data Sources
(Import from)

Data Connector:
Import from source to 
Hub

Data Connector:
Export from Hub to data 
store

多様なデータソースとスケーラブルなパイプライン処理の実現

 Azure Storage

 Azure SQL DB

 SQL Server

 Oracle

 DB2

 MySQL

 Teradata

 PostgreSQL

～略～

 データ コピー

 オンデマンド HDInsight 処理

 HDInsight 処理

 Azure ML バッチスコアリング

～略～



Data Factory のコピー アクティビティは、ソース データ ストアからシンク データ
ストアにデータをコピーします

データ移動 アクティビティ

カテゴリ データストア ソースとしてサポート シンクとしてサポート

Azure

Azure BLOB Storage

Azure Data Lake Store

Azure SQL Database

Azure SQL Data Warehouse

Azure Table Storage

Azure DocumentDB
Azure Search インデックス

✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

データベース

SQL Server* 

Oracle* 

MySQL* 

DB2* 

Teradata* 

PostgreSQL* 

Sybase* 

Cassandra* 

MongoDB*

Amazon Redshift

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓
✓

ファイル

ファイル システム* 

HDFS* 

Amazon S3

FTP

✓
✓
✓
✓

✓

その他

Salesforce
汎用 ODBC* 

汎用 OData

Web テーブル (HTML のテーブル)

GE Historian*

✓
✓
✓
✓
✓

* が付いたデータ ストアは、オンプレミスと Azure IaaS のどちらでもサポートされます。ただし、オンプレミス/Azure IaaS のコンピューターに Data Management Gateway をインストールする必要があります。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-azure-blob-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-azure-datalake-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-azure-sql-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-azure-sql-data-warehouse-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-azure-table-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-azure-documentdb-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-azure-search-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-sqlserver-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-onprem-oracle-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-onprem-mysql-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-onprem-db2-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-onprem-teradata-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-onprem-postgresql-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-onprem-sybase-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-onprem-cassandra-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-on-premises-mongodb-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-amazon-redshift-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-onprem-file-system-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-hdfs-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-amazon-simple-storage-service-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-ftp-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-salesforce-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-odbc-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-odata-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-web-table-connector
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-odbc-connector#ge-historian-store
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-data-management-gateway


Data Factory では、次の変換 アクティビティをサポートしています。

HDInsight 環境については、独自の環境とオンデマンドでの環境のどちらか
を利用することができます。

データ変換 アクティビティ

データ変換アクティビティ Compute 環境

Hive HDInsight [Hadoop]

Pig HDInsight [Hadoop]

MapReduce HDInsight [Hadoop]

Hadoop ストリーミング HDInsight [Hadoop]

Machine Learning アクティビティ: バッチ実行とリソース更新 Azure VM

ストアド プロシージャ Azure SQL、Azure SQL Data Warehouse、または SQL Server

Data Lake Analytics U-SQL Azure Data Lake Analytics

DotNet HDInsight [Hadoop] または Azure Batch

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-hive-activity
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-pig-activity
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-map-reduce
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-hadoop-streaming-activity
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-azure-ml-batch-execution-activity
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-stored-proc-activity
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-usql-activity
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/data-factory/data-factory-use-custom-activities
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2277,2013-06-01 02:26:54.3943450,111,164.234.187.32,24.84.225.233,true,8,1,2058

2277,2013-06-01 03:26:23.2240000,111,164.234.187.32,24.84.225.233,true,8,1,2058-2123-2009-2068-2166

2277,2013-06-01 04:22:39.4940000,111,164.234.187.32,24.84.225.233,true,8,1,

2277,2013-06-01 05:43:54.1240000,111,164.234.187.32,24.84.225.233,true,8,1,2058-225545-2309-2068-2166

2277,2013-06-01 06:11:23.9274300,111,164.234.187.32,24.84.225.233,true,8,1,223-2123-2009-4229-9936623

2277,2013-06-01 07:37:01.3962500,111,164.234.187.32,24.84.225.233,true,8,1,

2277,2013-06-01 08:12:03.1109790,111,164.234.187.32,24.84.225.233,true,8,1,234322-2123-2234234-12432-344323

…

ログ ファイル (数十TB / 日)

ユーザー テーブル

UserID FirstName LastName Country …

2277 Pratik Patel USA

664432 Dave Nettleton USA

8853 Mike Flasko Canada

地域毎、1週間当たりの New User Activity

profileid day state duration rank weaponsused interactedwith

1148 6/2/2013 Oregon 216 33 1 5

1004 6/2/2013 Missouri 22 40 6 2

292 6/1/2013 Georgia 201 137 1 5

1059 6/2/2013 Oregon 27 104 5 2

675 6/2/2013 California 65 164 3 2

1348 6/3/2013 Nebraska 21 95 5 2
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[事例] Halo 4 on Xbox ゲーム分析
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完成イメージ
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Azure Data Factory 費用
http://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/data-factory/

http://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/data-factory/
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 本書に記載した情報は、本書各項目に関する発行日現在の Microsoft の見解を表明するものです。Microsoftは絶えず変化する市場に対応しなければならないため、ここに記載した情報に対していかなる責務を負うものではな
く、提示された情報の信憑性については保証できません。

 本書は情報提供のみを目的としています。 Microsoft は、明示的または暗示的を問わず、本書にいかなる保証も与えるものではありません。

 すべての当該著作権法を遵守することはお客様の責務です。Microsoftの書面による明確な許可なく、本書の如何なる部分についても、転載や検索システムへの格納または挿入を行うことは、どのような形式または手段（電子
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これらは著作権保護された権利を制限するものではありません。
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